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貸 借 対 照 表 

（平成30年３月31日 現在） 

 
                                                 (単位：千円) 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科  目 金 額 科  目 金 額 

流 動 資 産 9,806,875 流 動 負 債 6,130,314 

現 金 及 び 預 金 370,972 買 掛 金 301,717 

売 掛 金 9,803 短 期 借 入 金 888,800 

販 売 用 不 動 産 3,349,782 1 年内返済予定の長期借入金 4,573,000 

仕 掛 販 売 用 不 動 産 4,833,864 リ ー ス 債 務 654 

貯 蔵 品 1,481 未 払 金 182,112 

前 払 費 用 68,664 未 払 費 用 7,339 

未 収 金 167,934 未 払 法 人 税 等 340 

短 期 貸 付 金 645,542 前 受 金 100,897 

前 渡 金 317,932 預 り 金 55,765 

繰 延 税 金 資 産 11,004 賞 与 引 当 金 19,687 

そ の 他 29,892 固 定 負 債 3,876,194 

固 定 資 産 144,796 長 期 借 入 金 1,598,600 

有 形 固 定 資 産 44,057 関 係 会 社 長 期 借 入 金 2,260,000 

建 物 24,540 長 期 リ ー ス 債 務 1,253 

建 物 付 属 設 備 8,353 役 員 株 式 給 付 引 当 金 5,640 

構 築 物 770 資 産 除 去 債 務 10,700 

工 具 器 具 備 品 8,486 負 債 合 計 10,006,508 

リ ー ス 資 産 1,907 純 資 産 の 部 

無 形 固 定 資 産 - 株 主 資 本 △54,836 

投資その他の資産 100,739 資  本  金 50,000 

関 係 会 社 株 式 4,350 利 益 剰 余 金 △104,836 

差 入 保 証 金 31,980 そ の 他 利 益 剰 余 金 △104,836 

繰 延 税 金 資 産 64,408 繰 越 利 益 剰 余 金 △104,836 

  純 資 産 合 計 △54,836 

資 産 合 計 9,951,672 負債純資産合計 9,951,672 

(注) 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

 



個 別 注 記 表 
 

 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１. 資産の評価基準及び評価方法 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法  

関 連 会 社 株 式 移動平均法による原価法 

（２）たな卸資産の評価基準及び評価方法 

販売用不動産及び 

仕掛販売用不動産 

個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価

切下げの方法） 

貯 蔵 品 最終仕入原価法 

 

２.固定資産の減価償却の方法 

有 形 固 定 資 産 

（リース資産を除く） 

 
 

定率法によっております。ただし、平成 28 年４月１日以降に取得した建

物、建物附属設備及び構築物については定額法によっております。 

なお、主な耐用年数は、建物 24 年、建物附属設備８～15 年、構築物 20

年、工具、器具及び備品５～10 年であります。 

リ ー ス 資 産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価値を零とする定額法によっておりま

す。 

 

３.引当金の計上基準 

貸 倒 引 当 金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

に基づき、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しております。 

賞 与 引 当 金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき

当期に見合う分を計上しております。 

役員株式給付引当金 取締役株式給付規程に基づく当社取締役への当社株式の交付に備えるた

め、当事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。 

 

４.消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 

なお、資産に係る控除対象外消費税等は、発生事業年度の期間費用として処理しております。 

 

（当期純損益金額） 

△135,785 千円 
 


